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 第 1 に、テレビ・ドキュメンタリーが政策アジェンダに影響を与える影響要因を明らかにする
ことはできたが、その政策決定された施策が、どこまで有効であったのかを論じるまでには至ら
なかったことである。 
 第２に、テレビ・メディア全体の動向を捉えることができなかったことである。これは、NHK
や民放各局が、テレビのアーカイブスを一般に一切公開していないことにより、研究の限界をき
たしている点が大きい。本来、テレビは、公共の電波を使用して放送しており、放送したニュー
スや番組は、公共財として研究者にはもちろんのこと、一般にも公開されるべきである。また、
インターネットが台頭する時代に、テレビの意義などを再検討する必要があり、研究者ならびに
一般に対してもアーカイブスを公開していくことが求められる。 
 第３に、受動的市民アジェンダをどう構築していくかまで、研究が及ばなかったことである。
現在の社会問題は複雑化・多様化しており、行政政策だけで解消できるものではなくなってきて
いる。緊縮財政のもと、特に社会福祉問題は、地域間、市民社会のなかで問題を把握し解決策を
見出していかねばならないようになってきている。政治参加や社会問題に対して意識の薄い受動
的市民に対して、どのようにしてアジェンダを構築させていくかが今後の大きな課題である。 
 
 
Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
 
（１）論文の特徴 
本論文の大きな特徴は、第Ⅱ部の事例研究にある。テレビで放送されたドキュメンタリーが政
策形成（立案）にどのような影響を与えたのか。メディア・アジェンダと市民アジェンダそして
政策アジェンダとの関係性を 2つのドキュメンタリーを事例として実証的な論証を試みている。 
 これまで政策形成に結びつくテレビ・ドキュメンタリーを対象とした研究はほとんど行われて
おらず、その意味からも本論文の社会的意義や独創性を評価でき、今後、更なる発展性を有して
いると判断できる。 
 また研究立案、遂行能力および研究方法も、日本における放送アーカイブズ研究の限界を抱え
ながらも、事例研究ではその問題の社会的な背景や新聞などの動向を踏まえながら、ドキュメン
タリー制作者、政策形成者の双方にインタビュー調査を行い、多角的な視点での分析は論理的な
説得力を持っている。 
 筆者は現役の番組制作者であり、先行研究に対してもドキュメンタリー制作者の経験に基づい
た批判的分析、指摘を随所に織り込んでおり、これまでのテレビ・ドキュメンタリー研究とは違
った推論の構築と結論を提示している。 
  
（２）論文の評価 
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 本論文は、長年、ドキュメンタリー映像などの番組制作に携わってきた現役ドキュメンタリス
トでもある申請者が、その経験にもとづきつつ、同時に、先行するメディア研究やマスコミュニ
ケーション研究の理論の検証と実証的な事例研究を丹念に行った研究成果である。 
 その意味で、「テレビ・ドキュメンタリーが社会的影響を及ぼすにはどのような影響過程があり、
どのような要因があるのかを明らかにする」という研究目的は一定以上の達成をみているものと
して、審査委員会では、まずこの点が高く評価された。 
また、これまでテレビ・ドキュメンタリーに特化した効果研究があまりなされていないなか、
その効果指標として、従来の主流である「視聴率」から、テレビ・ドキュメンタリーの社会的効
果という観点への視点の転換を促している点は「社会デザイン研究」として十分な意義を持った
ものと評価された。 
「論文の内容要旨」末尾でもふれられているいくつかの研究課題はあるものの、それらは博士
学位論文としての質に関わることではなく、むしろ今後の研究課題として重要な提起と考えられ
る。 
 申請者は今後引き続き、当該分野に関しての理論的な研究を継続するとともに、社会的な実践
に携わっていくことが予想され、本論文がテレビドキュメンタリーの社会的影響力研究と社会デ
ザイン研究との接合の出発点となることへの高い期待が審査委員会において寄せられた。  
 
 
